































































































































































































4  今後の課題 
4-1. 統合検索WINEの改善
ディスカバリーシステムの機能が強化され、検索でき
るデータが大幅に増えた半面、使い方やデータの見方が
分かりづらい、またレスポンスが遅いなどの意見も寄せ
られている。今後も継続的にWINEのユーザーインター
フェースであるディスカバリー機能の改善が必要である。
4-2. 発注・受入業務の効率化（処理の自動化）
EDI（Electronic Data Interchange）と呼ばれる仕組み
を導入し、現在メールベースで行っている発注・受入の
作業を、図書館システム側と書店側システム間でのデー
タ通信によるものに切り替えていく。これにより処理の
自動化が進み、請求データの入力などの業務の省力化が
期待できる。
4-3. システムの安定化
教育研究の基盤となるシステムとして更なる安定性が
求められ、パートナーである慶應義塾大学、そしてシス
テム提供元であるE社としっかりコミュニケーションを
とりながら不具合の解消や性能の向上を図っていきたい。
最後に、プロジェクトのメンバーは言うまでもなく、
本プロジェクトを進めるに当たってご協力いただいた両
大学の図書館スタッフ・関係者ならびに関係業者の皆様
に厚く御礼を申し上げたい。
シンポジウムの講演者・スタッフ一同
